










ツーバイフォーに
助けられました
　ツーバイフォーの家に助けられました。近所はとても

ひどい状態でしたから、こうして無事でいられるのが

不思議なくらいです。本当にありがとうございました。

　地震発生とともに、左右両隣のお宅は一瞬にして倒

壊してしまったようですが、おかげさまで、私の家は多

少のヒビが入っただけで済んでいます。周辺の家はほと

んど倒壊していて、再建築に使えるものがないくらい激

しいダメージを受けているようです。

　近所には私の家のほかに5軒ほどツーバイフォーの

住宅がありますが、どのお宅もクラックが入っている程

度。このあたり一帯は火災にも遭ってすっかり焼け野

原になってしまい、立ち入り禁止区域に指定されるくら

い悲惨な状態なのですが、ツーバイフォー住宅のみが

5軒ほど残っていて、むしろ異様な光景です。

（神戸市須磨区Ｋ様）

我が家が
炊き出しの拠点に
　東灘区はとくに大きな被害がでた地区で、周辺のお

宅は大半が倒壊してしまいました。

　我が家は両隣のお宅が寄りかかっている状態で、損

傷はありますが、2軒のお宅を支えながら無事に残っ

ています。まだこの地区はガスが復旧していないので、

暖炉がある我が家が近隣のみなさんの炊き出しの拠点

となっています。さながらベースキャンプのようですが、

たいへん喜ばれております。

　我が家の耐震性には、近隣の方々も感心しておりま

す。もちろん私も感激しております。営業の方々は、ぜ

ひ自信を持ってお客様にアピールされるとよいと思いま

す。

（神戸市東灘区Ｎ様）

建築中の現場も
避難所に
　私の家はまだ建築中で、やっと外壁のモルタル仕上

げと室内のボード貼りが完了した段階だったのですが、

地震発生の際にはご近所のみなさんの緊急避難所とし

て誘導しました。時々建築現場を見たいと思い、現場

用のカギの所在を教えてもらっていたので、中に案内す

ることができました。残念ながら全壊してしまった方に

は、しばらく避難所として使っていただきました。

（神戸市灘区Ｏ様）

残っている食料が
利用できて助かっています
　私の家の周辺は 3kmにわたって全焼や全壊の被害

にあいましたが、私の家は家具が倒れて食器が割れて

しまったくらいで、ほとんど無傷でした。

　同じ敷地内に建っている親類の家（木造軸組）は半

壊してしまい、小学校に避難することになってしまいま

したが、我が家は不思議なほど大丈夫でした。家に買

い置きしてあった食料なども使えて、たいへん助かって

います。近所には新築のお宅もあったのですが、そこ

は半壊していました。

（神戸市兵庫区O様）

阪神・淡路大震災では、全壊・半壊はゼロだったツーバイフォー住宅。
震災直後、お電話やお手紙など、数多くのお客様から、感謝の言葉をか
けていただいた。その一部を紹介しよう。

家族を守ったツーバイフォー住宅
―お客様から寄せられた声―



「お宅は揺れが避けたみたい」
といわれました
　私どもが住んでいる大阪府茨木市でも、家によって

はかなり大きな被害を受けておられます。近隣は、外

まわりは無論、家の中の家具調度品が散乱し水びたし。

ピアノも倒れていた家が多かったようです。私どもと同

時期に建て替えられたお宅が、余震がおさまるまでは

不安なので、われものはダンボールに詰めて生活され

ていると聞きます中、私どもは以前と変わらぬまま過ご

させていただいております。

　戸棚の中の食器は、軽いものが1～2cm移動したり、

棚の中で倒れたりしただけ。家のあちこちに掛けてい

た額や皿、スプーン類も落ちることなくそのまま。ご近

所には揺れが避けてしまったと恨まれるほどで、本当

にありがたいと思っております。（中略）我が家の場合、

ツーバイフォーが強かったのか――飾りたいものがあっ

て、コーディネーターのアドバイスに従って場所ごとに補

強材を入れていたのが良かったのか――今はツーバイ

フォーにして良かったと喜んでおります。今後も安心し

て住める優れた住宅の提供を心からお願いいたします。

（大阪府茨木市Ｔ様のお手紙）

取り急ぎ、
両親の無事のお礼を
　私の両親の住んでいる付近はたいへんな被害を受け

ていたのですが、地震直後、東京に嫁いだ私に「おか

げで無事だから安心してもらいたい。ツーバイフォーを

選んでよかった。ツーバイフォーが地震に強いとよくわ

かった」という旨の電話がありました。両親の安否を

不安に思っていた矢先の連絡だったので、私もたいへ

んうれしくなりました。私とは直接のお取引が無く唐突

に失礼かとは思いましたが、取り急ぎお礼をしたいと思

い、最寄りの営業所に電話させていただくことにしまし

た。本当にありがとうございました。

（神戸市垂水区Ｍ様の東京在住の娘さんから、メー
カーの最寄りのモデルハウスに寄せられた）

築70年超のツーバイフォーも安全
　私の家は大正13年に建築されたものですが、築70年

以上も経っているにもかかわらずおかげさまで無事でし

た。ここは阪神高速道路が倒壊した現場から、数百ｍ

南（海岸側）に位置しており、報道のとおり大きな被害を

受けた地区なのですが、避難することもなく、建物は外

壁にヒビが少し入ったり、ドアが開きにくくなったり、網

戸が外れてしまったくらいで、構造は全く大丈夫でした。

（神戸市東灘区Ｔ様）

家族の安全を買った
　地震に備えのなかった関西であった。震災保険の加

入率、東京の14％に対し神戸3％と統計学を引くまで

もなく、私自身についても「無防備」はいたましい現

実であった。

　私どもの了解している地震は震度3～4のものであ

る。「揺れる、すごい」と思い、自然の力に対する畏

怖の念を覚えると、わかればいいんだと脅すだけで通

り過ぎる類のものである。震度5になると迫力があり、

実際の被害も出る。

　このたびの地震は6～7であり、革命的体験であっ

た。大地の魔神が家を持ち上げ地面にたたきつけた。

続いて魔神は両手で家を左右から押しつぶし引き裂こ

うと、これでもかこれでもかと、家も部屋もななめにゆ

がむほどいためつけた。脅しではない、本気で殺しに

来ている。たった「20 秒」ではあったとは信じられな

い連続波状攻撃であった。何も見えない暗闇の中で、

家具のすべてが飛び交い倒壊しているのを感じた。私

は妻との間で寝ていた末娘を腕でおおう以外になすす

べもなかった。

　6 年前にツーバイフォー建築の家を建てたのは、イ

メージが気に入ったのと、案外高くなかったからであり、

災害のことなど意中になかった。夜が明けると、隣家

の豪邸は全壊してなくなっていた。わが家は地面が大

きく動いたので傾いてはいたが、家そのものは無傷で

ヒビ一つ入っていない。これ程強いとは想像しなかっ

た。あの時、実は家族の安全を買っていたことを知った。

三井ホーム資料から転載
（兵庫県西宮市　五百旗頭真教授が、読売新聞大
阪版記事『論壇展望』に寄稿されたコラムより抜粋）
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日本は地震列島です。阪神・淡路大震災や新潟県中越地震などは大きな被害を
残しましたが、歳月とともに、業界の中にもこれらの体験をされていない方が
随分増えてきました。そこで、あらためて当時の状況をお伝えしたいと思い、
当協会の会報誌『ツーバイフォー』vol.153 に掲載した記事の一部を抜粋・加工
しました。なお、記事中のお名前、役職などはすべて、vol.153 掲載時のものです。

社団法人 日本ツーバイフォー建築協会


